
第15回結核予防関係
婦人団体中央講習会開催

（開講式にてお言葉を述べられる秋篠宮妃殿下）
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本
日
＊「
第
十
五
回
結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
中
央
講
習
会
」
の
開
講
式
に
あ
た
り
＊
日
頃
か
ら
熱
心
に

結
核
予
防
活
動
を
進
め
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
こ
と
を
＊
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

平
成
十
三
年
よ
り
東
京
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
中
央
講
習
会
は
＊
こ
の
度
＊ 

 

十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
＊
結
核
予
防
婦
人
団
体
の
代
表
の
方
々
が
全
国
か
ら
集
い
＊
積
極
的
に

知
識
の
習
得
に
努
め
＊
活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
＊
そ
の
成
果
を
各
地
域
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持
ち
帰
り
＊
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
「
地
区
別
講
習
会
」
を
通
し
て
＊
結
核
予
防
の
普
及
活
動
＊

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
＊
広
く
人
々
の
健
康
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
＊
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
婦
人
会
が 

 
 

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
を
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
＊
活
動
を
進
め
ら
れ
て
き
た
と
伺
っ
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お
り
ま
す
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婦
人
会
が
＊
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
き
め
こ
ま
や
か
な
視
点
を
も
ち
つ
つ
＊
今
ま
で
に
果
た
し
て

こ
ら
れ
た
役
割
は
誠
に
大
き
く
＊
皆
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に
対
し
て
＊
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
＊
結
核
予
防
会
や
ス
ト
ッ
プ
結
核
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
日
本
な
ど
と
と
も
に
＊
国
内
外
の
結
核
制
圧

の
た
め
＊
国
際
協
力
事
業
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
心
強
く
思
い
ま
す
。 

結
核
を
め
ぐ
る
状
況
は
＊
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
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と
ご
努
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に
よ
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大
き
く
改
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て
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が
＊
一
方
で
＊
い
ま
だ
多
く
の
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題
が
残
っ
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お
り
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す
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特
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な
く
す
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に
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＊
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今
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こ
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央
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。
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日
間
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班
別
討
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
の
お
一
人
お
一
人
が
＊
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
一
層
理
解
を
深

め
＊
実
り
多
い
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
＊
日
本
の
提
案
に
よ
っ
て
実
現
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
か
ら
＊
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

日
々
＊
婦
人
会
の
皆
様
が
結
核
予
防
な
ど
の
活
動
に
献
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に
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て
お
ら
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る
こ
と
を
深
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感
謝
し
つ
つ
＊
こ
れ
か
ら
も
人
々
が
健
康
で
明
る
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
力
を
尽
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し
て 

 

い
か
れ
る
こ
と
を
願
い
＊
開
講
式
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 
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　平成23年2月15日から2日間、東京都墨田区の『第
一ホテル両国』にて、第15回結核予防関係婦人団体中央
講習会が開催されました。

今年も、公益財団法人結核予防会総裁 秋篠宮妃殿下
よりお言葉を賜り、各種講演、班別討議と、濃密で充実
した内容でした。全国各地からお集まりいただいた107名
の参加者の皆さんは、ともに結核のこと、生活習慣病の
ことなどを学びました。（関連記事₄ページ）
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₃月11日、前代未聞の大震災が
東北関東を襲いました。未曽有の災
害となった震災、津波、そして原発
の事故の放射能の恐怖の中で、衝
撃的な大津波の瞬間や悲しみの被
災者の表情、頑張っている子ども達
の映像を見るにつけ、苛酷な三重
苦の状況の中で被災地の皆様方が

冷静に行動しておられる様子を拝見
し頭が下がります。そんな被災地の
皆様方に向かって「がんばって」と
いう言葉は他人事のようで、なかな
か言いにくいものだと感じています。
それよりも私達も今、やるべきこと
をそれぞれの立場で精一杯やって
いますので御一緒にがんばりましょ
う！　と、そのようなメッセージを送り
たいと思います。

巨大地震の猛威は一瞬にして
人々の日常を奪い去りましたが、こ

の国難をどう乗り越えるのか、「支
えあいの心」に復興の糸口を見出さ
れ、次の世紀に生きる人達のために、
新しい「国土創成」の視点に立って、
復興が一日も早く進められますよう
願っています。

ご一緒にがんばりましょう

社団法人
全国結核予防婦人
団体連絡協議会
会長  中畔 都舍子

₅月₉日 か ら
13日まで、 結 核
予防会の海外協
力事業を実見する
ため国際部の下内

部長に同行し、フィリピンのマニラ
市を訪問しました。結核予防会は現
在、フィリピン・カンボジア・アフ
リカのザンビアの三カ国に海外事務
所を開設して、海外協力事業を展開
しています。フィリピンでは外務省
の資金支援による「マニラ首都圏貧
困地区における結核対策プロジェク
ト」の₃カ年計画事業が今年満期
を迎えるにあたり、その実態と成果
を直接確認してみたいと考えていま
した。この事業は₆月からはJICA
の「草の根事業」としてさらに₃
年間継続されることに決まっている
ことから、現在が事業の節目である
と認識されるわけです。その事業の
内容は、マニラ市トンド地域（41万
人）、ケソン市バヤタス地域（12万
人）の貧困層を対象とする結核対策
事業であります。

₅月₉日昼すぎにマニラ空港に
降り立つと、曇りがちながら時々顔
を出す太陽は天中直上にあり、その

強い日射しに南国に来たことを実感
させられました。当日は事務所のメ
ンバーの案内で、スペイン統治時代
の旧跡イントラムロスを見学しまし
たが、規模の大きさと教会などに今
に伝わる華麗さが当時を偲ばせてく
れました。

₂日目から本格的に事業を実見し
ました。まずカソリック教会内に付
設された、市内のこの地区の貧困層
結核対策の一つの重要な拠点となっ
ているカノッサ診療所を訪ねまし
た。

予防会はここでは、DOTSの指導、
従事者の研修、および顕微鏡やX
線装置、患者搬送用のリニアカーな
どの機材を提供しており、現に研修
を経た一人の婦人が採取されたば
かりの喀痰からTB菌を顕微鏡内に
発見して、私にも検鏡するよう促す
のでした。ここでは患者OBが、ボ
ランティアとしてコミュニティーの
ヘルス活動に活躍しているのが非常
に印象的でありました。

こうした現場を見たあとに、大使
館で占部敏直大使に謁見しました。
数日前に赴任されたばかりで、多忙
を極めておられるはずのところ、大
使ご自身が直々に予防会事業活動
報告を熱心に聴き入られていたのは
有り難いことでした。マニラ、ケソ
ン両市におけるDOTSの向上、従
事者研修の強化、支援ネットワーク
の確立、アドボカシー活動などに成

果を上げ、その結果両地域における
TB治療成功率の向上、TB患者の
発掘数の増加がみられたことなどの
成果の報告をして、今までの事業の
支援のお礼と今後の協力をお願いし
ました。

WHO西太洋地域事務局では、葛
西部長と予防会から出向している大
菅医師から当地におけるWHOの活
動の説明をうけましたが、多剤耐性
結核対策がメインの三大目標の一つ
としてとりあげられていました。ま
た、このWHO西太洋地域に属する
諸国（37カ国の多きにわたる）の保
健衛生担当者幹部の多くが、結核
予防会の国際研修コース出身者であ
るとのことで、我々も心強くも誇り
に思いました。

JICAマニラ事務所では、松田所
長以下スタッフと今後の「草の根
パートナー事業」についての打合せ
や、活動内容の確認など熱心な話
し合いが行われました。より大きな
成果を上げるべく尽力したいもので
す。

マニラ、ケソン両市の衛生局にも
表敬訪問しましたが、両市とも担当
者は熱意に溢れていて、実務上の
議論が大いに進みました。

医療機関としては、サンラザロ病
院を参観しました。600床からなる
感染症専門病院で、玄関に入って最
初に目にした行列は、狂犬病予防の
ワクチン接種希望者であるとのこと

「結核予防会マニラ事務所」
を訪問して
公益財団法人結核予防会
理事長　長田　功
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に、日常が狂犬病とも関わらなけれ
ばならない地域であることを知らさ
れました。結核病棟は₃棟あり、う
ち₁棟は多剤耐性結核患者用のも
のであり、現在₆人が入院してい
るとのことです。一般の結核病棟
は窓を大きく開けて換気を計ってお

際に見て、非常に心強く思いました。
結核予防会のシール募金がこうし

た形で有効に使われていることを実
見して、シール募金運動でとりわけ
お世話になっている婦人会の皆様に
はこの状況を是非報告しなければと
思いました。

り、昔の予防会の病棟を思い出して
懐かしく感じました。

以上で私のマニラ実質₃日間の
日程は終わりましたが、マニラ事務
所での国際部の外山さん、紺さん、
ボブレチ医師をはじめとする現地ス
タッフの₈人の皆さんの頑張りを実

去る₃月11日に東日本の三陸沖
を震源とする巨大地震が発生し、岩
手県・宮城県・福島県の沿岸部を
中心に破壊的な状況に見舞われまし
た。この度の大震災により被災され
た方々には謹んでお見舞いを申し上
げます。

地震と津波により多くの尊い命が
失われ、今なお多くの人々が困難な
生活を余儀なくされています。また、
福島第一原子力発電所が大きな被
害を受け、放射線漏れによる住民の
健康への影響が心配されています。

公益財団法人結核予防会では、
結核予防会岩手県支部（財団法人
岩手県保健予防協会）・宮城県支部・
福島県支部（財団法人福島県保健
衛生協会）と連携をして岩手県・宮
城県・福島県の被災地支援に取り
組んでいます。

支援の取り組み状況につきまし
て、岩手県では、岩手県支部が宮古、
釜石、陸前高田で保健支援を行っ
てきましたが、釜石と陸前高田は現
地の体制が整備されていることもあ
り、結核予防会の活動対象としては、
支部が行ってきた保健支援活動を
引き継ぎ宮古地区の山田町とし、₄
月より避難所に休んでいる方々の健
康状況の把握と医療ニーズのチェッ
ク、自宅避難者の訪問と健康調査を
行っています。

「東日本大震災 健康支援募金」
による結核予防会の支援活動
ご報告
公益財団法人結核予防会
事業部長　藤木　武義

また、医療支援につきましては、
岩手県大船渡病院に₄月₄日より
呼吸器科医師を、₅月₂日から循
環器科医師を追加派遣しておりま
す。

宮城県では、亘理町の被災され
た方々の健康支援のため、宮城県支
部より看護師・運転手を、本部より
医師を派遣しておりましたが、付近
の病院診療所が診療を開始したこと
もあり、₄月末で支援を終え、震災
直後より支部が保健支援をしていた
気仙沼小学校のほか近隣の小規模
避難所を、₅月より本部・支部が協

力して健康支援を行っています。
福島県におきましては、県より要

請があり次第派遣をする予定にして
おります。

結核に関しては、今後適当な時期
に、結核健診の実施も検討していま
す。

被災地の一日も早い復興を心から
願い、被災された方々の支援活動に
結核予防会本部・支部職員が一丸と
なって取り組んでいく所存でいます。
婦人会の皆様のご協力に感謝申し上
げますとともにこれからも、ご支援
の程よろしくお願いいたします。

支援物資配布の様子

DRによる健康相談
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毎年、この時期に恒例の中央講習会が、右頁のスケジュールで開催されました。

第15回結核予防関係婦人団体中央講習会
平成23年₂月15日〜１6日　第一ホテル両国（東京都墨田区）

講義を熱心に受講されました。

班別討議では積極的な発言が数多く出ました。

保谷和太鼓会による和太鼓の演奏をご堪能いただきました。

藤井氏による一人
一人に丁寧な講演。

討議の結果をグループ毎に発表されました。

終講式では素晴らしい謝辞を述べて下さいました。
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【２月15日（火）】

開講式	 	 13：10〜 13：40
・主催者挨拶　結核予防婦人会 会長	 中畔　都舍子
・主催者挨拶　結核予防会 理事長	 長田　功
・総裁お言葉　秋篠宮妃殿下	
・来賓挨拶　　厚生労働省健康局長	 外山　千也
「健康の歌」斉唱	 全員

写真撮影	 	 13：40〜 14：05

講演１	 	 14：15〜 15：10
『「結核」→世界の結核・日本の現状』
　　　　　公益財団法人結核予防会結核研究所 所長	 石川　信克

講演２	 	 15：20〜 15：40
『結核の予防ワクチンBCGについて』
　　　　　公益財団法人結核予防会結核研究所 副所長	 加藤　誠也

講演３	 	 15：40〜 16：40
『子宮頸がんは予防できる』
　　　　　自治医科大学産婦人科学講座 教授	 鈴木　光明

講演４	 	 16：40〜 17：20
肺の生活習慣病『知っていますか?  COPDについて→タバコ病』
　　　　　COPD共同研究委員会 研究員	 加藤　久幸
肺年齢→COPD DVD（TBS）	 17：20〜 17：30

講演５	 	 17：30〜 18：05
『〜何が何でも元氣が一番〜』
　　　　　東洋医学情報センター・NPO法人いたごち副理事長	 藤井　弘泰

【２月16日（水）】

講演６	 	 8：30〜 9：05
『結核予防婦人会について』・『複十字シール運動』
　　　　　社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会理事・事務局長	 山下　武子

講演７	 	 ９：15〜 10：25
『更年期のうつ（豆知識）』
　　　　　小山嵩夫クリニック 院長	 小山　嵩夫

班別討議	 	 10：35〜 12：05

終講式	 	 12：05〜 12：25

材料  （４人分） 作り方

● ピーマン　₁袋
● にんじん　₁／3本
● ちりめんじゃこ　大さじ３
● サラダ油　小さじ₁
● しょうゆ　小さじ₁／２

❶ピーマンは細切り、にんじんは斜め
薄切りにしてから千切りにする。

❷フライパンに油を熱し、にんじん・
ちりめんじゃこを炒める。

　ピーマンを加えて色よくさっと炒め、
仕上げにしょうゆを回し入れる。

カラフル
きんぴら” 

“

簡単にできる

中央講習会スケジュール
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公 益財団法人
結核予防会総裁
秋篠宮妃殿下を
拝しての私たちの
活動は、常に意識
を高く持ち活動を

行うことが大切なことと思います。
全国大会、中央講習会等にはご臨

席をいただき貴重なおことばを拝聴
できることはこの上ない幸せであり、
活動の重要性を深く感じ正しい知識
の普及啓発に努めたいと思います。

この度、千葉県大塚前理事の後
を受け、理事としての重責をお引き
受け致しました。浅学非才なため会
員皆様のご支援をよろしくお願い致
します。かつて国民病と言われた結
核も医学の進歩、皆様の結核予防
活動等により、減少しつつあるとい
われている一方静かに蔓延している
状況もあると聞きます。高齢者の再
発や若年層の罹患率も増加している
と言われております。この様な実態
を聞く度に私達は結核根絶のため、
複十字シール募金活動や正しい意
識啓発を行い地域活動の輪を広げ
先づ家族の健康を重視し、明るい社

会　長　
中畔都舍子（京都府）

� 理事・会長ともに再任
副会長　

米窪千加代（長野県）
� 理事・副会長ともに再任

木下　幸子（福岡県）
� 理事・副会長ともに再任

定時総会・新役員紹介

理　事
齋藤　芳子（北海道）� 再任
向井　麗子（青森県）� 再任
三浦　絢子（宮城県）� 再任
松尾美智代（神奈川県）� 新任
岩田　繁子（富山県）� 再任
高田千恵子（石川県）� 新任
中野　璋代（滋賀県）� 再任

藤本　貴子（岡山県）� 新任
寺尾　敦子（高知県）� 新任
大城　節子（沖縄県）� 新任
山下　武子（本　部）� 再任

監　事
土屋　貞代（静岡県）� 新任
上ノ山幸子（大阪府）� 新任

会実現のため組織を充実し普及活
動を推進したいと思います。よろし
くご協力お願い致します。

この度、東海・
北陸ブロックの
新役員となりまし
た。先輩の方々と
協力し合って活動
していきたいと考

えています。
私は、「自分の健康は自分で作る。」

という言葉が大好きです。「自分の
健康は自分で守る。」という受身では
ないのです。「作る」という自らの強
い意志と主体性を感じるからです。
「結核は過去の病気ではない。今

もなお主要な感染症である。」とい
うことを、一人でも多くの皆さんに
お伝えし、理解を求めていくことが
何よりも大切であると思います。

それには、「中央講習会」「地区別
幹部研修会」などの各種の研修会に
同じ人が参加するのではなくて、交
代でより多くの人に参加してもらっ
て活動する人の輪がそれぞれの地域
で、さらに広がることを願っています。

また、知事さんをはじめ、組織の
トップの方々にもご協力をいただく
活動も続けていきたいと思います。

結核は決して過
去の病気ではなく、
現代においても、
毎年新規の患者が
₂万人に及ぶなど、
依然としてわが国

の主要な感染症となっております。
今こそ結核根絶を目指して、感

染者が一人もいなくなるまで早期発
見・早期治療、そしてこれらによる
感染の拡大防止の大切さを地域で
伝えていかなければならない時代だ
と思っております。

このようなときに理事に就任させ
ていただくこととなり、改めて責任
の重さを感じています。

岡山県愛育委員連合会は、昭和
58年に全国結核予防婦人団体連絡
協議会の一員に加わらせていただい
て以来、複十字シール運動を中心と
した結核予防活動に取り組むととも
に、地域に「自分の健康は自分で作
る」意識を広めるなど、健康づくり

この度、東日本大震災により、被災にあわれた地域の方々に心よりお見舞い申し上げます。
そこで、震災により「第62回結核予防全国大会（福島県）」が中止になりましたことにより、書面審議による理事

会と総会を行いました。

【新役員（敬称略）】　（任期  平成23年3月27日〜平成25年3月26日）

「全国結核予防婦人団体連絡協議会理事・監事就任に寄せて」

神奈川県地域婦人団体連絡協議会
会長　松尾　美智代

石川県結核予防婦人会
会長　高田　千恵子

岡山県愛育委員連合会
会長　藤本  貴子
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に地道に取り組んでまいりました。
今後も地域で行ってきた活動を礎

に、結核のない地域、結核のない日
本を目指して全国の皆様と更にしっ
かり手を結んで取り組ませていただ
きたいと存じますので、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

この度、理事を
させて頂くことに
なりました、高知
県健康づくり婦人
会連合会の寺尾
と申します。会長

様他役員の皆様、そして結核予防
会の方々の御指導を賜りながら務め
て参りたいと思っておりますので、
どうか宜しくお願い申し上げます。

高知県では発足以来、結核撲滅
を願い「健康づくりは幸せづくり」
を合言葉にシール募金活動を大きな
柱に掲げ、「健康募金」として活動
に励んで参りました。検診車には支
部の御好意でシール坊やのロゴを貼
らせて頂いておりますので、受診者
には皆様のシールの益金がこの様に
検診車になっているのですよと力を
込めて説明して参りました。

一般の方や会員に一層の周知を
図る為、県や管内のリーダー研修会
では生活習慣病予防や複十字シー
ル募金について、手作りの寸劇を
行っております。募金活動の模様を
リアルに取りあげ土佐弁丸出しで演
じ、お客様から大好評を頂いており
ます。買物袋にいつもシールを持ち
歩き、知人を見ると協力を呼びかけ
ている会員は、「あんたに会うと金
をくれ、金をくればっかり言う、恐
いちゃ」と言われるとのセリフもあ
りました。最後のフィナーレではそ
の管内会長作詞の「複十字シールっ
てなあに」を全員で歌ってくれま
したが、とても感動して涙が出まし
た。後日私は別の管内での祝辞でそ
の模様を紹介し、歌を披露致しまし
た。私も祝辞で歌を歌ったのは初め
てでございます。この様な熱心な会

員のおかげで、婦人会扱の募金が
二億百万円を突破致しました。この
事に誇りを持ち今後も会員一同結核
撲滅を目指し、活動に邁進したいと
思っております。今後とも何卒よろ
しくお願い申し上げます。

「複十字情報か
ら改めて知る・知
らせる」「ストッ
プ結核パートナー
シップ日本」

世界では途上
国を中心に年間920万以上の人々が
新たに結核を発病しているとの事で
す。結核予防会のフィリピン、カン
ボジア、ザンビアの海外事務所では、
日本人と現地スタッフが協力して一
人でも多くの人が結核の適正な診断
治療を見受けられるよう、草の根レ
ベルの活動に取り組んでいる事、私
たちの活動は複十字シール募金を
通して日本の皆様に支えられている
事、カンボジアでは、この10年で結
核対策が強化され多数の人々が結核
の治療を受け仕事に復帰し、家族を
支えるようになった等々の喜びと感
謝の気持ちが伝わってきています。

私共日本のシール運動が世界貢
献につながっている事に対し、新役
員と云う役割に責任を感じます。と
同時に更なるシール運動に個人は勿
論、結核予防婦人会の組織として
頑張らなければと決意します。人々
の幸せの為に。

このたび、（社）
全国結核予防婦人
団体連絡協議会の
監事を務めさせて
いただくことにな
りました。至らぬ

点が多々あるとは思いますが、今後の
活動が適正に行われるよう監査して
いきたいと身のひきしまる思いです。

さて、静岡県結核予防婦人会の
会長を務めるようになって₅年にな
りますが、現在、静岡県では、年々
市町の合併、会員の高齢化や減少
などその他世情を受け、以前に比べ
ると組織の規模・活動が縮小してお
ります。これは、全国的にもあては
まることで、就労女性の増加、地域
共同体意識の低下、価値観や福祉
ニーズの多様化、組織の弱体化によ
り、これまでと同じような活動形態
では協議会の存続自体が困難になる
ことと思います。

協議会のさらなる発展のために、
監事という立場からサポートさせて
いただき、微力ながら全力を尽くす
所存でございますので、皆様のご指
導、ご鞭撻、そしてご協力をよろし
くお願い申し上げます。

この度岡山県の
藤本会長の後任
として、監事の大
役を仰せつかりま
した上ノ山でござ
います。どうぞよ

ろしくお願い致します。
私は数年前まで、正直申し上げま

すと、自身の団体の予算執行につい
ては、全て「事務局」任せにしてい
たのが実情でございます。

しかしながら、大阪府からの補助
金や委託費が全額カットになり、大
幅な単年度赤字を計上するようにな
りましたので、自ずと決算に関心を
持たずにはおれなくなったのが、こ
れもまた事実でございます。

決算書を精査することは、実施事
業の総点検（総括）ができるととも
に、最小の費用で最大の効果を上
げているか否か等を評価できる最も
よい機会であると考えます。

今後とも日常活動においては、結
核予防運動に全力で取り組むととも
に、微力ではございますが、監事の
職責を果たすべく精一杯努力したく
存じますので、皆様方のお力添えを
よろしくお願い申し上げます。

高知県健康づくり婦人会連合会
会長　寺尾　敦子

沖縄県結核予防婦人団体連絡協議会
会長　大城　節子

社団法人大阪エイフボランタリーネットワーク
会長　上ノ山　幸子

静岡県結核予防婦人会
会長　土屋　貞代
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「複十字シールってなあに」

カンボジア結核対策スタディツアー2011
参加者募集

平成６年からはじまり、毎年行われている、
『結核対策スタディツアー』も、今年で第18回
を迎えました。
詳細につきましては、まもなく各支部・各
婦人会宛に募集案内を郵送いたしますので、
是非ご参照の上、お申し込みください。
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全国結核予防婦人団体連絡協議会  平成23年度収支予算書（平成23年₁月₁日〜12月31日）

科　　目 23年度予算額（A） 22年度予算額（B）対比増△減（A–B） 備　　考
会　費　収　入 5,740,000 5,190,000 550,000
　加盟婦人団体会費収入 3,840,000 3,840,000 0 @80,000×48団体＝3,840,000
　賛助金収入 1,900,000 1,350,000 550,000
委 託 金 収 入 0 0 0
補 助 金 収 入 3,500,000 3,500,000 0 結核予防会　3,500,000
雑 　 収 　 入 76,461 21,636 54,825 預金利息、他
借 入 金 収 入 0 0 0
預 金 取 崩 収 入 0 0 0
過年度損益修正益 0 360,000 △ 360,000
前期繰越収支差額 4,779,389 20,856,336 △ 16,076,947

合　　計 14,095,850 29,927,972 △ 15,832,122

1. 収　　入� （単位：円）   

科　　目 23年度予算額（A） 22年度予算額（B）対比増△減（A–B） 備　　考
給 　 与 　 費 1,200,000 1,200,000 0
　職　員　給　与 1,200,000 1,200,000 0 月額100,000×12カ月
経 　 　 　 費 2,902,984 1,795,880 1,107,104
　通 信 運 搬 費 394,245 337,349 56,896 郵送料

　旅 費 交 通 費 1,729,752 857,225 872,527 23年度理事会旅費・監査旅費・地区別研修会講師旅費・
中央講習会会長旅費

　会 　 議 　 費 110,560 292,275 △ 181,715 理事会雑費・監査雑費
　消　耗　品　費 85,781 16,287 69,494 事務消耗品
　管 　 理 　 費 70,584 70,584 0 光熱水道料等 @5,882×12カ月
　会 計 士 顧 問 料 210,000 0 210,000 会計士顧問料
　支　払　利　息 0 0 0
　雑 　 　 　 費 302,062 222,160 79,902 交際費（香典、弔電）・振込手数料・健康日本21会費
事 　 業 　 費 6,548,627 8,767,553 △ 2,218,926
　研　修　会　費 2,703,200 2,685,001 18,199 地区別研修会負担金 ・中央講習会
　大 　 会 　 費 222,000 200,000 22,000 負担金　会長旅費・宿泊
　講 師 派 遣 費 0 0 0

　思想普及啓蒙費 1,689,427 3,678,006 △ 1,988,579 健康の輪（印刷・発送・原稿料・編集会議）・普及啓
発費（広報資材作成等）

　すこやかに制作積立 300,000 0 300,000 研修のしおり（すこやかに）印刷製本費（4年に一度
作成）

　過年度損益修正損 0 2,204,546 △ 2,204,546 前年度事業積立・未払金未計上分
　国 際 協 力 費 84,000 0 84,000 カンボジアへ寄付（1,000$）
協 　 賛 　 費 0 0 0
予 　 備 　 費 1,550,000 0 1,550,000 災害義援金準備金
基 金 繰 入 金 0 0 0
STB J 事業積立 500,000 1,000,000 △ 500,000
創立40周年事業積立 1,000,000 1,000,000 0
次期繰越収支差額 1,944,239 16,164,539 △ 14,220,300

合　　計 14,095,850 29,927,972 △ 15,832,122

2. 支　　出

平成23年度事業計画（平成23年₁月₁日〜12月31日）
２月15日〜16日 中央講習会／第一ホテル両国（実施済）
２月22日 会計監査／結核予防会（実施済）
３月15日 教育広報誌 『健康の輪 101 号』発行（実施済）
３月22日 第 1 回理事会の開催／福島県（中止）
３月23日〜24日 第 62 回結核予防全国大会の後援と定時総会、第 2 回理事会の開催／福島県（中止）書面審議実施済
７月15日 教育広報誌 『健康の輪 102 号』発行
７月15日〜16日 北海道地区幹部研修会（家族の健康を守る講習会）実施
８月１日 全国一斉複十字シール運動開始厚生労働大臣ならびに都道府県知事表敬訪問

複十字シール運動の実施にあたり後援団体として協力
９月24日〜30日 結核予防週間

・主催団体として結核への関心を高める各種の普及啓発活動を実施
・全国一斉複十字シール運動キャンペーン

10月７日 関東甲信越地区幹部研修会（山梨県）
11月７日〜８日 中国四国地区幹部研修会（山口県）
11月10日〜11日 東北地区幹部研修会（秋田県）
11月10日〜11日 九州地区幹部研修会（鹿児島県）
11月下旬 カンボジア結核対策スタディツアーへの会員の参加（予定）

カンボジア結核対策プロジェクトへの資金援助
日程未定 第 3 回理事会の開催／結核予防会（予定）
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　イラスト・カット募集
平成23年11月号（健康の輪No.103）に掲載するイラスト・カット

を募集致します。

花・動物・その他、何でも結構です。

締切は、平成23年9月22日（木）当会必着です。

全国結核予防婦人団体連絡協議会事務局宛
〒101-0061	 東京都千代田区三崎町1-3-12
	 TEL：03-3292-9288

結核予防婦人会の皆さまには、結
核予防週間における街頭キャンペー
ンなど様々な場を通じてご協力をい
ただき誠にありがとうございます。

さて、今年の複十字シールは、結
核予防会が1952年に最初のシール
を作ってから60年目となります。

モチーフは、「外国のあそび」で
す。デザインは、もちろん安野光雅
氏です。シールの一枚は、人形劇の
パペットです。よく見ると、うさぎ
のパペットには、「卯」と入れてあ
ります。シールひとつひとつに繊細
な仕掛けがあり、シールの世界が広
がります。大型シールの中央の一枚
は、メイン・シールにもなっており、
シール₄枚分を大きな₁枚のシー 
ルとしました。60周年記念のサプラ
イズとなります。

他のシールは、子供が縄跳びを
したり、フラフープ、バトミントン、

木馬、けん玉などに興じる姿が描か
れています。また、衣装のチェック
柄、個性的な髪型にも文化、気候
風土の違いが忍ばれます。シールも
完成し間もなく皆様のお手元に届き
ます。

ところで、3月11日に東日本大震
災があり公衆衛生の向上に奨するこ
とを旨とする公益財団法人として本
会は、震災直後「震災対策委員会」
を立ち上げ、募金活動を行い、支
部の協力を得て3月27日から保健医
療支援活動を岩手県、宮城県で行っ
ております。被災地の一日も早い復
興を心から願っております。今後、
結核の早期発見のための健診は、
秋頃に想定されております。被災地
の支部、婦人会では、今年のシール
運動、結核予防週間の際にそのあた
りも考慮に入れて普及啓発活動をお
願いしたいと考えております。複十
字シール運動は、募金活動だけで
はなく、結核予防の普及啓発が大き
な目的のひとつです。

尚、平成22年度複十字シール募

金結果につきましては、次号に掲載
いたします。

婦人会県別に募金額上位₅県を
見ますと、①静岡県約1,407万円・
②秋田県約1,128万円・③熊本県約
624万円・④沖縄県約487万円・⑤
高知県約436万円となっております。

婦人会活動による募金は、複十
字シール募金全体の約30％を占め
ております。

全国結核予防婦人団体連絡協議
会は、結核予防の普及啓発活動に
おいて大きな役割を果たしてきた
ことは、いまさら言うまでもありま
せん。

一般の方々の結核に対する意識
が低くなっているときだからこそ、
私たちが協力して結核予防の普及
啓発を行っていかなければなりませ
ん。

結核の罹患率において、低まん延
国になるにはあと10年ぐらい2020
年と言われています。また、結核の
ない世界の実現は、2050年頃でも
難しいと言われており、複十字シー
ル運動を毎年着実に行い、且つ継
続していくことが大切です。

今後とも、ご支援をよろしくお願
いいたします。

今年の
「複十字シール運動」について

全国婦人会別結果について




